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図　本研究計画の模式図
単一たんぱく質の陽イオンが電気泳動し、蛍光イメージング検出でその泳動
挙動をモニタリングする。陰イオンとのBinding反応の生成物が陰極、陽極へ
電気泳動する場合、それぞれ正、負電荷を持つconjugateで、電気泳動しない
場合は中性のconjugateである。
たんぱく質の分析、特に
たんぱく質結合反応の
迅速解析法が出来る 
